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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

  筒筒井井康康隆隆（（11993344--））はは、、星星新新一一やや小小松松左左京京ななどどとと並並びび「「SSFF第第一一世世代代」」とと称称さされれ、、日日本本ののSSFF界界をを牽牽引引ししたた作作家家でですす。。

パパロロデディィややススララッッププスステティィッッククなな笑笑いいをを得得意意ととしし、、初初期期ににははナナンンセセンンススなな SSFF 作作品品をを発発表表ししままししたた。。ままたた、、11997700 年年代代よよ

りりメメタタフフィィククシショョンンのの手手法法をを用用いいたた前前衛衛的的なな作作品品をを発発表表しし、、SSFF とと純純文文学学ととのの境境界界をを越越ええるるよよううなな実実験験作作をを多多くく創創作作しし

ままししたた。。「「虚虚人人たたちち」」がが第第 99 回回泉泉鏡鏡花花文文学学賞賞（（11998811 年年））、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」がが第第 2233 回回谷谷崎崎潤潤一一郎郎賞賞（（11998877 年年））、、「「ヨヨ

ッッパパ谷谷へへのの降降下下」」がが第第 1166 回回川川端端康康成成文文学学賞賞（（11998899 年年））、、「「朝朝ののガガススパパーールル」」がが第第 1133 回回日日本本 SSFF 大大賞賞（（11999922 年年））、、

「「わわたたししののググラランンパパ」」がが第第 5511 回回読読売売文文学学賞賞（（22000000 年年））、、「「モモナナドドのの領領域域」」がが第第 5588 回回毎毎日日芸芸術術賞賞（（22001177 年年））をを受受賞賞しし、、

芸芸術術文文化化勲勲章章シシュュヴヴァァリリエエ（（11999977 年年））、、紫紫綬綬褒褒章章（（22000022 年年））、、日日本本芸芸術術院院賞賞・・恩恩賜賜賞賞（（22002222 年年））ななどどのの功功績績をを残残すす、、

現現代代日日本本をを代代表表すするる作作家家でですす。。  

  

【【研研究究視視点点①①】】筒筒井井康康隆隆とと「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととのの関関連連  

「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととはは、、アアメメリリカカのの文文明明史史家家 DD..  JJ..  BBoooorrssttiinn にによよっってて提提唱唱さされれたた概概念念でですす。。11996622 年年当当時時ののママススメメ

デディィアアにによよっってて「「合合成成的的なな新新奇奇なな出出来来事事がが社社会会にに充充満満ししてていいるる」」状状態態ののここととをを指指しし、、ママススメメデディィアアがが事事件件をを誇誇張張ししてて

報報じじ、、社社会会のの関関心心をを集集めめるる様様子子をを定定義義づづけけままししたた。。筒筒井井はは BBoooorrssttiinn のの書書『『TThhee  IImmaaggee::  AA  GGuuiiddee  ttoo  PPsseeuuddoo--EEvveennttss  

iinn  AAmmeerriiccaa』』（（11996622 年年））にに影影響響をを受受けけ、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、ママススメメデディィアアのの過過激激なな報報道道にによよっってて

戦戦争争がが扇扇動動さされれてていいくく、、「「東東海海道道戦戦争争」」、、「「4488 億億のの妄妄想想」」、、「「ベベトトナナムム観観光光公公社社」」ななどどのの戦戦争争 SSFF 作作品品がが創創作作さされれまましし

たた。。  

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいてて詳詳細細なな作作品品分分析析とと、、同同時時代代ココンンテテククスストトのの調調査査をを行行いい、、研研究究成成果果ととししてて口口頭頭発発表表

のの実実施施やや学学術術論論文文のの執執筆筆をを行行っっててききままししたた。。ここれれにによよりり、、筒筒井井がが SSFF とといいうう虚虚構構のの言言説説空空間間をを利利用用ししてて、、当当時時のの社社

会会をを風風刺刺ししてていいるるここととをを明明ららかかににししままししたた。。ままたた、、同同時時代代のの新新聞聞やや雑雑誌誌のの記記事事をを多多数数引引用用すするるここととにによよりり、、当当時時のの

社社会会状状況況とと筒筒井井作作品品ととのの関関係係性性もも究究明明ししてていいまますす。。  

  

【【研研究究視視点点②②】】筒筒井井康康隆隆とと「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととのの関関連連  

「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととはは、、イイギギリリススのの SSFF 作作家家 JJ..  GG..  BBaallllaarrdd がが提提唱唱ししたた、、宇宇宙宙空空間間やや未未来来のの科科学学技技術術をを主主題題ととすするる従従来来

のの SSFF のの限限界界をを超超克克ししよよううととししたた新新たたなな SSFF のの理理論論でですす。。そそのの空空間間はは、、11996688 年年にに「「人人間間精精神神のの内内部部をを表表すす空空間間」」ととしし

てて表表さされれ、、初初めめてて人人間間のの無無意意識識のの領領域域がが SSFF のの主主題題ととししてて扱扱わわれれままししたた。。筒筒井井はは逸逸早早くくここのの「「内内宇宇宙宙」」思思想想をを日日本本

にに紹紹介介しし、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、主主人人公公のの「「内内宇宇宙宙」」のの空空間間がが綿綿密密にに描描かかれれるる、、「「脱脱走走とと追追跡跡のの

ササンンババ」」、、「「虚虚人人たたちち」」、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」ななどどのの作作品品がが生生みみ出出さされれままししたた。。  

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいててもも研研究究をを行行っっててききままししたた。。従従来来のの小小説説ににははなないい斬斬新新なな表表現現技技法法ににののみみ注注目目さされれ

ててききたた 33 作作でですすがが、、私私はは語語らられれるる物物語語のの内内容容ににもも着着目目しし、、文文学学的的主主題題にに迫迫りりままししたた。。そそれれはは、、主主人人公公のの精精神神世世界界とと

いいうう「「内内宇宇宙宙」」をを表表現現すするるここととのの必必要要性性でであありり、、物物語語内内容容にに注注目目すするるここととにによよりり初初めめてて明明文文化化すするるここととががででききままししたた。。

特特にに「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」にに関関すするる学学術術論論文文はは、、学学術術書書のの中中でで引引用用・・紹紹介介さされれたた実実績績ががあありり、、学学界界にに深深いい影影響響をを及及

ぼぼししてていいまますす。。  
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・同同時時代代ココンンテテククスストトをを考考慮慮ししたた文文学学作作品品のの精精読読のの方方法法  

・・新新聞聞、、雑雑誌誌のの記記事事やや、、研研究究論論文文ななどど、、デデーータタベベーーススをを用用いいたた資資料料のの調調査査方方法法  

・・著著書書目目録録やや作作家家のの事事典典項項目目のの作作成成方方法法  
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